
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】回転させながら地盤に押圧する場合でも回転が

確実に伝わる破壊強度の大きな鋼管杭継手を提供する。

【解決手段】連結のためその一端より所定間隔隔てた位

置にその側壁から反対側の側壁に貫通する係止貫通孔２

１、２１’、３１、３１’を有する同一口径の鋼管杭２

０、３０を同軸的に連結する鋼管杭継手１０であって、

挿着される該鋼管杭の該貫通孔と同軸の共穴となる一方

の側壁から反対側の側壁に貫通する共穴貫通孔を少なく

とも一端側に有する鋼管製の継手本体１１と、該共穴貫

通孔と該係止貫通孔を同軸的に挿通係止するピン部材１

４ａ、１４ｂ、１４’ａ、１４’ｂ、１５ａ、１５ｂ、

１５’ａ、１５’ｂと、を有する。継手本体１１の共穴

貫通孔と鋼管杭の係止貫通孔をピン部材で同軸的に挿通

係止するので鋼管杭２０、３０と継手本体１１の間の滑

りがピン部材で阻止され、回転が確実に伝えられる。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
連 結 の た め そ の 一 端 よ り 所 定 間 隔 隔 て た 位 置 に そ の 側 壁 か ら 反 対 側 の 側 壁 に 貫 通 す る 係 止
貫 通 孔 を 有 す る 同 一 口 径 の 鋼 管 杭 を 同 軸 的 に 連 結 す る 鋼 管 杭 継 手 で あ っ て 、
該 鋼 管 杭 が 挿 着 さ れ 該 鋼 管 杭 の 該 貫 通 孔 と 同 軸 の 共 穴 と な る 一 方 の 側 壁 か ら 反 対 側 の 側 壁
に 貫 通 す る 共 穴 貫 通 孔 を 少 な く と も 一 端 側 に 有 す る 鋼 管 製 の 継 手 本 体 と 、
該 継 手 本 体 の 該 共 穴 貫 通 孔 と 該 継 手 本 体 に 挿 着 さ れ た 該 鋼 管 杭 の 該 係 止 貫 通 孔 を 同 軸 的 に
挿 通 係 止 す る ピ ン 部 材 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 鋼 管 杭 継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 継 手 本 体 は 互 い に 軸 方 向 に 間 隔 を 隔 て た 複 数 個 の 前 記 共 穴 貫 通 孔 を 有 す る 請 求 項 １ 記
載 の 鋼 管 杭 継 手 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 継 手 本 体 は 前 記 一 端 側 と 反 対 側 の 他 端 側 に 該 他 端 側 か ら 挿 着 さ れ 連 結 さ れ る 前 記 鋼 管
杭 の 前 記 係 止 貫 通 孔 と 同 軸 の 共 穴 と な る 第 二 共 穴 貫 通 孔 を 持 つ 請 求 項 １ 記 載 の 鋼 管 杭 継 手
。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 継 手 本 体 は 互 い に 軸 方 向 に 間 隔 を 隔 て た 複 数 個 の 前 記 第 二 共 穴 貫 通 孔 を 有 す る 請 求 項
３ 記 載 の 鋼 管 杭 継 手 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 継 本 体 は 前 記 一 端 側 と 反 対 側 の 他 端 側 に 該 他 端 側 か ら 挿 着 さ れ 連 結 さ れ る 前 記 鋼 管 杭
が 溶 接 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 鋼 管 杭 継 手 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ピ ン 部 材 は ボ ル ト と ナ ッ ト と か ら な る 請 求 項 １ 記 載 の 鋼 管 杭 継 手 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 考 案 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 考 案 は 、 建 物 の 基 礎 を 支 持 す る た め に 地 盤 に 打 ち 込 ま れ る 鋼 管 杭 の 継 手 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
建 物 が 地 盤 沈 下 等 に よ っ て 傾 く 恐 れ が あ る と き 、 建 物 の 基 礎 を 支 持 す る た め に 鋼 管 杭 を 打
ち 込 む 必 要 が あ る 。 定 尺 の 鋼 管 杭 の 先 端 に 螺 旋 翼 の 付 い た 先 端 鋼 管 杭 を 溶 接 し た も の を 地
盤 に 向 け て 回 転 さ せ な が ら 押 圧 し て 所 定 の 深 さ に 貫 入 さ せ る こ と が 知 ら れ て い る 。 住 宅 の
基 礎 工 事 に 於 け る 鋼 管 杭 の 施 工 現 場 は 、 一 般 的 に 狭 隘 な 場 所 が 多 い た め 現 場 搬 入 や 施 工 機
械 に 制 限 が あ り 、 長 い 鋼 管 杭 を 使 用 す る こ と が で き ず 、 定 尺 は 一 般 に ５ ． ５ ｍ あ る い は ６
． ０ ｍ で あ る 。 し た が っ て 、 ６ ｍ 以 上 の 長 い 鋼 管 杭 を 打 ち 込 む 必 要 が あ る 場 合 は 、 定 尺 の
鋼 管 杭 を 連 結 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 鋼 管 杭 の 継 手 は 、 筒 状 の 継 手 本 体 の 周 側 部 が 分 離 さ れ 、 分 離 部 分 の 両 端 部 か ら そ れ
ぞ れ ボ ル ト 穴 を 穿 設 し た 緊 結 片 を 上 下 に 突 出 さ せ 、 そ の ボ ル ト 穴 で ボ ル ト と ナ ッ ト を 緊 結
す る も の で あ っ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ ５ ９ １ １ ８ 号 公 報 （ ［ 請 求 項 ８ ］ 、 ［ ０ ０ ０ ７ ］ 欄 ２ ～ ６ 行 、 図 ４ ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 継 手 に よ る 鋼 管 杭 を 地 盤 に 回 転 さ せ な が ら 押 圧 す る 場 合 、 回 転 は 鋼
管 杭 の 外 周 と 継 手 本 体 の 内 周 の 間 の 摩 擦 力 で 伝 わ る こ と に な り 、 地 盤 に よ っ て は 鋼 管 杭 の
外 周 と 継 手 本 体 の 内 周 の 間 が 滑 っ て 回 転 が 伝 わ ら な い こ と が あ っ た 。 ま た 、 従 来 の 継 手 で
連 結 さ れ た 鋼 管 杭 は 継 手 本 体 か ら 緊 結 片 が 飛 び 出 し て お り 、 こ れ が 回 転 の 抵 抗 と な る た め
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、 益 々 滑 り や す い と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 、 回 転 の 抵 抗 の た め に ボ ル ト 穴 あ る い は ボ
ル ト が 破 壊 す る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 考 案 で は 回 転 さ せ な が ら 地 盤 に 押 圧 す る 場 合 で も 回 転 が 確 実 に 伝 わ る 破 壊 強 度
の 大 き な 鋼 管 杭 継 手 を 提 供 す る こ と を 解 決 す べ き 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 及 び 効 果 】
上 記 課 題 を 解 決 す る 本 考 案 の 鋼 管 杭 継 手 は 、 連 結 の た め そ の 一 端 よ り 所 定 間 隔 隔 て た 位 置
に そ の 側 壁 か ら 反 対 側 の 側 壁 に 貫 通 す る 係 止 貫 通 孔 を 有 す る 同 一 口 径 の 鋼 管 杭 を 同 軸 的 に
連 結 す る 鋼 管 杭 継 手 で あ っ て 、 該 鋼 管 杭 が 挿 着 さ れ 該 鋼 管 杭 の 該 貫 通 孔 と 同 軸 の 共 穴 と な
る 一 方 の 側 壁 か ら 反 対 側 の 側 壁 に 貫 通 す る 共 穴 貫 通 孔 を 少 な く と も 一 端 側 に 有 す る 鋼 管 製
の 継 手 本 体 と 、 該 継 手 本 体 の 該 共 穴 貫 通 孔 と 該 継 手 本 体 に 挿 着 さ れ た 該 鋼 管 杭 の 該 係 止 貫
通 孔 を 同 軸 的 に 挿 通 係 止 す る ピ ン 部 材 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
つ ま り 、 継 手 本 体 の 共 穴 貫 通 孔 と 継 手 本 体 に 挿 着 さ れ た 鋼 管 杭 の 係 止 貫 通 孔 を ピ ン 部 材 で
同 軸 的 に 挿 通 係 止 す る の で 、 鋼 管 杭 と 継 手 本 体 の 間 の 滑 り が ピ ン 部 材 で 阻 止 さ れ 、 鋼 管 杭
か ら 継 手 本 体 に 、 継 手 本 体 か ら 鋼 管 杭 に 、 回 転 が 確 実 に 伝 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ し て 、 前 記 継 手 本 体 は 互 い に 軸 方 向 に 間 隔 を 隔 て た 複 数 個 の 前 記 共 穴 貫 通 孔 を 有 す る こ
と が 好 ま し い （ 請 求 項 ２ ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
鋼 管 杭 と 継 手 本 体 が 複 数 個 の 共 穴 貫 通 孔 に 挿 入 さ れ る ピ ン 部 材 で 連 結 さ れ る の で 、 回 転 力
が 複 数 個 の ピ ン 部 材 に 分 散 さ れ 、 回 転 に よ る ピ ン 部 材 あ る い は 共 穴 貫 通 孔 の 破 壊 強 度 が 増
す 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 前 記 継 手 本 体 は 前 記 一 端 側 と 反 対 側 の 他 端 側 に 該 他 端 側 か ら 挿 着 さ れ 連 結 さ れ る 前
記 鋼 管 杭 の 前 記 係 止 貫 通 孔 と 同 軸 の 共 穴 と な る 第 二 共 穴 貫 通 孔 を 持 つ こ と が 好 ま し い （ 請
求 項 ３ ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
継 手 本 体 の 一 端 側 と 反 対 側 で 鋼 管 杭 と 継 手 本 体 が 共 穴 貫 通 孔 に 挿 入 さ れ る ピ ン 部 材 で 連 結
さ れ る の で 、 一 端 側 の 鋼 管 杭 か ら 継 手 本 体 に 回 転 が 確 実 に 伝 え ら れ 、 そ の 回 転 が 継 手 本 体
か ら 反 対 側 の 鋼 管 杭 に 確 実 に 伝 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 前 記 継 手 本 体 は 互 い に 軸 方 向 に 間 隔 を 隔 て た 複 数 個 の 前 記 第 二 共 穴 貫 通 孔 を 有 す
る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ４ ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
継 手 本 体 の 一 端 側 と 反 対 側 で 鋼 管 杭 と 継 手 本 体 が 複 数 個 の 共 穴 貫 通 孔 に 挿 入 さ れ る ピ ン 部
材 で 連 結 さ れ る の で 、 回 転 力 が 複 数 個 の ピ ン 部 材 に 分 散 さ れ 、 回 転 に よ る ピ ン 部 材 あ る い
は 共 穴 貫 通 孔 の 破 壊 強 度 が 増 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 継 手 本 体 は 前 記 一 端 側 と 反 対 側 の 他 端 側 に 該 他 端 側 か ら 挿 着 さ れ 連 結 さ れ る 前 記 鋼 管
杭 が 溶 接 さ れ て い る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ５ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
継 手 本 体 の 他 端 側 に 鋼 管 杭 が 溶 接 さ れ て い る の で 、 継 手 本 体 の 一 端 側 で 鋼 管 杭 と 継 手 本 体
を 共 穴 貫 通 孔 に 挿 入 す る ピ ン 部 材 で 連 結 す る だ け で よ く 、 基 礎 工 事 現 場 で の 作 業 性 が 向 上
す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 ピ ン 部 材 は ボ ル ト と ナ ッ ト と か ら な る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 ６ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
継 手 本 体 の 共 穴 貫 通 孔 と 継 手 本 体 に 挿 着 さ れ た 鋼 管 杭 の 係 止 貫 通 孔 に ボ ル ト を 挿 入 し て ナ
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ッ ト で 緊 結 す る の で 、 鋼 管 杭 と 継 手 本 体 の 間 の 滑 り や ガ タ つ き が 完 全 に 阻 止 さ れ 、 鋼 管 杭
か ら 継 手 本 体 に 、 継 手 本 体 か ら 鋼 管 杭 に 、 回 転 が よ り 確 実 に 伝 え ら れ る 。 ま た 、 地 盤 に ね
じ 込 ま れ て も ピ ン 部 材 が 貫 通 孔 か ら 抜 け 落 ち る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 考 案 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 実 施 の 態 様 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
鋼 管 杭 の 係 止 貫 通 孔 と 継 手 本 体 の 共 穴 貫 通 孔 は 、 予 め あ け ら れ て い て も よ い し 、 基 礎 工 事
現 場 で 継 手 本 体 に 鋼 管 杭 の 一 端 を 所 定 の 長 さ 装 着 し て 継 手 本 体 の 一 方 の 側 壁 か ら 鋼 管 杭 を
貫 通 し て 反 対 側 の 側 壁 に 貫 通 す る 共 穴 貫 通 孔 を あ け て も よ い 。 後 者 の 方 が 係 止 貫 通 孔 と 共
穴 貫 通 孔 を 一 致 さ せ る 手 間 が 省 け る 優 位 性 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 継 手 本 体 に 鋼 管 杭 の 一 端 を 所 定 の 長 さ 装 着 す る 場 合 の 所 定 の 長 さ は 、 鋼 管 杭 の 外 径
寸 法 を Ｄ と し た と き ０ ． ８ Ｄ ～ ５ ． ５ Ｄ の 範 囲 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
継 手 本 体 が 有 す る 軸 方 向 に 間 隔 を 隔 て た 複 数 個 の 共 穴 貫 通 孔 は 十 文 字 状 で あ る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
回 転 力 が 十 文 字 状 の ピ ン 部 材 に 均 等 に 分 散 さ れ る の で 、 よ り 一 層 破 壊 強 度 が 増 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
さ ら に 、 鋼 管 杭 の 外 形 寸 法 を Ｄ と し た 場 合 、 鋼 管 杭 が 挿 着 さ れ る 継 手 本 体 の 一 端 か ら 共 穴
貫 通 孔 ま で の 距 離 ｈ は ０ ． ８ Ｄ ～ ５ ． ５ Ｄ の 範 囲 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ れ に よ り 、 鋼 管 杭 と 継 手 本 体 の 鉛 直 精 度 を １ ／ １ ０ ０ に す る こ と が で き る 。 建 物 の 基 礎
を 支 持 す る 場 合 、 鉛 直 精 度 が 重 要 で 、 １ ／ １ ０ ０ 程 度 の 鉛 直 精 度 が 必 要 と さ れ る 。 鋼 管 杭
と 継 手 本 体 の 鉛 直 精 度 は 、 距 離 ｈ が 大 き い ほ ど 高 く な る が 、 そ の 分 鋼 管 杭 の 係 止 貫 通 孔 と
継 手 本 体 の 共 穴 貫 通 孔 を 合 わ せ て ピ ン 部 材 を 挿 入 す る 作 業 性 が 悪 く な っ て し ま う 。 発 明 者
ら の 実 験 に よ れ ば 、 ５ ． ５ Ｄ ま で は 、 作 業 性 が 悪 く な ら な い こ と が 見 出 さ れ た 。 一 方 、 距
離 ｈ が 小 さ く な る と 鉛 直 精 度 が 低 く な る が 、 十 文 字 状 の 貫 通 孔 に 挿 入 さ れ た ピ ン 部 材 で 直
交 す る 二 方 向 が 拘 束 さ れ る の で 、 ０ ． ８ Ｄ ま で 小 さ く で き る こ と が 見 出 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
鋼 管 杭 の 係 止 貫 通 孔 と 継 手 本 体 の 共 穴 貫 通 孔 に 挿 入 し て 鋼 管 杭 と 継 手 本 体 を 連 結 す る ピ ン
部 材 は 、 ボ ル ト と ナ ッ ト て も よ い が 、 テ ー パ ピ ン で も よ い 。 テ ー パ ピ ン の 方 が 貫 通 孔 に 打
ち 込 む だ け で よ く 、 ま た 鋼 管 杭 と 継 手 本 体 と の 間 の ガ タ つ き も よ り 少 な く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 下 、 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 実 施 例 １ ）
本 考 案 の 実 施 例 １ に 係 る 鋼 管 杭 継 手 を 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 。 図 １ は 実 施 例 １ の 鋼 管 杭 継 手
を 使 っ て ２ 本 の 鋼 管 杭 を 連 結 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ に お け る Ａ － Ａ ’
視 の ピ ン 部 材 を 省 略 し た 断 面 図 で あ る 。 実 施 例 １ の 鋼 管 杭 継 手 １ ０ は 内 径 が １ ０ ３ ｍ ｍ の
継 手 本 体 １ １ と ピ ン 部 材 と し て の Ｍ １ ５ の ボ ル ト １ ４ ａ 、 １ ４ ’ ａ 、 １ ５ ａ 、 １ ５ ’ ａ と
Ｍ １ ５ の ナ ッ ト １ ４ ｂ 、 １ ４ ’ ｂ 、 １ ５ ｂ 、 １ ５ ’ ｂ と か ら な り 、 継 手 本 体 １ １ に は 上 端
か ら ｈ 隔 て た 位 置 に 直 径 １ ６ ｍ ｍ の 共 穴 貫 通 孔 １ ２ と 図 示 省 略 の １ ２ ’ が 、 下 端 か ら ｈ 隔
て た 位 置 に 直 径 １ ６ ｍ ｍ の 共 穴 貫 通 孔 １ ３ と 図 示 省 略 の １ ３ ’ が 、 そ れ ぞ れ 軸 方 向 に １ ０
ｍ ｍ 隔 て て ク ロ ス す る よ う に 十 文 字 状 に あ け ら れ て い る 。 こ の 継 手 本 体 １ １ の 上 端 と 下 端
と か ら 挿 着 さ れ る 鋼 管 杭 ２ ０ 、 ３ ０ は 、 外 径 Ｄ が １ ０ １ ． ６ ｍ ｍ の パ イ プ で 、 そ れ ぞ れ 一
端 か ら ５ ０ ｍ ｍ 隔 て た 位 置 に 直 径 １ ６ ｍ ｍ の 係 止 貫 通 孔 ２ １ と ２ １ ’ 、 ３ １ と ３ １ ’ が ク
ロ ス す る よ う に 十 文 字 状 に あ け ら れ て い る 。 そ し て 、 継 手 本 体 １ ０ の 共 穴 貫 通 孔 １ ２ と 鋼
管 杭 ２ ０ の 係 止 貫 通 孔 ２ １ が ボ ル ト １ ４ ａ と ナ ッ ト １ ４ ｂ で 同 軸 的 に 挿 通 係 止 さ れ て い る
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。 同 様 に 、 継 手 本 体 １ １ の 共 穴 貫 通 孔 １ ２ ’ と 鋼 管 杭 ２ ０ の 係 止 貫 通 孔 ２ １ ’ が ボ ル ト １
４ ’ ａ と ナ ッ ト １ ４ ’ ｂ で 、 共 穴 貫 通 孔 １ ３ と 鋼 管 杭 ３ ０ の 係 止 貫 通 孔 ３ １ が ボ ル ト １ ５
ａ と ナ ッ ト １ ５ ｂ で 、 共 穴 貫 通 孔 １ ３ ’ と 係 止 貫 通 孔 ３ １ ’ が の ボ ル ト １ ５ ’ ａ と ナ ッ ト
１ ５ ’ ｂ で 、 そ れ ぞ れ 同 軸 的 に 挿 通 係 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
鋼 管 杭 ３ ０ の 下 端 に 螺 旋 翼 を 連 結 （ 図 示 せ ず ） し 、 鋼 管 杭 ２ ０ の 上 端 を 施 工 機 械 （ リ ー ダ
ー ） に 装 着 し て 、 地 盤 へ の 回 転 打 ち 込 み を 行 っ た と こ ろ 、 破 壊 す る こ と な く 、 鋼 管 杭 ２ ０
の 回 転 が 鋼 管 杭 継 手 １ ０ を 介 し て 鋼 管 杭 ３ ０ に 確 実 に 伝 え ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 実 施 例 で は 、 ｈ ＝ ５ ５ ９ ｍ ｍ ＝ ５ ． ５ Ｄ ＝ ５ ． ５ ×１ ０ １ ． ６ ｍ ｍ と し た が 、 作 業 性 に
問 題 は な か っ た 。 本 実 施 例 の 鋼 管 杭 継 手 １ ０ で 連 結 し た 鋼 管 杭 ２ ０ と ３ ０ の 鉛 直 精 度 は ０
． ９ ／ １ ０ ０ で あ っ た 。
（ 実 施 例 ２ ）
本 考 案 の 実 施 例 ２ に 係 る 鋼 管 杭 継 手 １ ０ と 連 結 さ れ る 鋼 管 杭 ２ ０ 、 ３ ０ は 実 施 例 １ と 同 じ
で あ り 、 図 示 す る こ と を 省 略 す る 。 本 実 施 例 で は 、 ｈ ＝ ８ １ ． ５ ｍ ｍ ＝ ０ ． ８ Ｄ ＝ ０ ． ８
×１ ０ １ ． ６ ｍ ｍ と し た が 、 鋼 管 杭 ２ ０ と ３ ０ の 鉛 直 精 度 は １ ／ １ ０ ０ で あ っ た 。
（ 比 較 例 １ ）
比 較 例 １ は 、 ｈ ＝ ６ ５ ｍ ｍ ＜ ０ ． ８ Ｄ ＝ ０ ． ８ ×１ ０ １ ． ６ ｍ ｍ と し た 以 外 は 実 施 例 ２ と
同 じ で あ る 。 こ の 場 合 、 鋼 管 杭 ２ ０ と ３ ０ の 鉛 直 精 度 は １ ． １ ／ １ ０ ０ と な り 、 基 礎 工 事
の 所 要 鉛 直 精 度 を 満 た す こ と が で き な か っ た 。
（ 比 較 例 ２ ）
比 較 例 ２ は 、 ｈ ＝ ７ ０ ０ ｍ ｍ ＞ ５ ． ５ Ｄ ＝ ５ ． ５ ×１ ０ １ ． ６ ｍ ｍ と し た 以 外 は 実 施 例 ２
と 同 じ で あ る 。 こ の 場 合 、 鋼 管 杭 ２ ０ と ３ ０ の 鉛 直 精 度 は ０ ． ８ ５ ／ １ ０ ０ で あ っ た が 、
鋼 管 杭 の 係 止 貫 通 孔 と 継 手 本 体 の 共 穴 貫 通 孔 に 同 軸 的 に ボ ル ト を 挿 入 す る の に 時 間 が か か
り 、 作 業 性 が 悪 か っ た 。
（ 実 施 例 ３ ）
本 考 案 の 実 施 例 ３ に 係 る 鋼 管 杭 継 手 を 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 。 図 ３ は 実 施 例 ３ の 鋼 管 杭 継 手
を 使 っ て ２ 本 の 鋼 管 杭 を 連 結 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ４ は 図 ３ に お け る Ｂ － Ｂ ’
視 の ピ ン 部 材 を 省 略 し た 断 面 図 で あ る 。 実 施 例 ３ の 鋼 管 杭 継 手 １ ０ ’ は 内 径 が １ ６ ６ ． ５
ｍ ｍ の 継 手 本 体 １ １ ’ と ピ ン 部 材 と し て の Ｍ １ ５ の ボ ル ト １ ５ ａ 、 １ ５ ’ ａ と Ｍ １ ５ の ナ
ッ ト １ ５ ｂ 、 １ ５ ’ ｂ と か ら な り 、 継 手 本 体 １ １ ’ の 上 端 に は 鋼 管 杭 ２ ０ ’ の 下 端 部 が ５
０ ｍ ｍ 挿 着 さ れ 溶 接 さ れ て い る 。 継 手 本 体 １ １ ’ に は 下 端 か ら ｈ ＝ ４ ９ ５ ｍ ｍ 隔 て た 位 置
に 直 径 １ ６ ｍ ｍ の 共 穴 貫 通 孔 １ ３ （ 図 示 省 略 ） と １ ３ ’ が 、 そ れ ぞ れ 軸 方 向 に １ ０ ｍ ｍ 隔
て て ク ロ ス す る よ う に 十 文 字 状 に あ け ら れ て い る 。 こ の 継 手 本 体 １ １ ’ の 上 端 に 挿 着 さ れ
溶 接 さ れ た 鋼 管 杭 ２ ０ ’ と 下 端 か ら 挿 着 さ れ る 鋼 管 杭 ３ ０ は 、 外 径 Ｄ が １ ６ ５ ． ２ ｍ ｍ の
パ イ プ で 、 鋼 管 杭 ３ ０ の 上 端 か ら ５ ０ ｍ ｍ 隔 て た 位 置 に 直 径 １ ６ ｍ ｍ の 係 止 貫 通 孔 ３ １ と
３ １ ’ が ク ロ ス す る よ う に 十 文 字 状 に あ け ら れ て い る 。 そ し て 、 継 手 本 体 １ １ ’ の 共 穴 貫
通 孔 １ ３ と 鋼 管 杭 ３ ０ の 係 止 貫 通 孔 ３ １ が ボ ル ト １ ５ ａ と ナ ッ ト １ ５ ｂ で 同 軸 的 に 挿 通 係
止 さ れ 、 同 様 に 、 継 手 本 体 １ １ ’ の 共 穴 貫 通 孔 １ ３ ’ と 鋼 管 杭 ３ ０ の 係 止 貫 通 孔 ３ １ ’ が
ボ ル ト １ ５ ’ ａ と ナ ッ ト １ ５ ’ ｂ で 同 軸 的 に 挿 通 係 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
鋼 管 杭 ３ ０ の 下 端 に 螺 旋 翼 を 連 結 （ 図 示 せ ず ） し 、 鋼 管 杭 ２ ０ ’ の 上 端 を 施 工 機 械 （ リ ー
ダ ー ） に 装 着 し て 、 地 盤 へ の 回 転 打 ち 込 み を 行 っ た と こ ろ 、 破 壊 す る こ と な く 、 鋼 管 杭 ２
０ の ’ 回 転 が 鋼 管 杭 継 手 １ ０ ’ を 介 し て 鋼 管 杭 ３ ０ に 確 実 に 伝 え ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 実 施 例 で は 、 ｈ ＝ ４ ９ ５ ｍ ｍ ＝ ３ Ｄ ＝ ３ ×１ ６ ５ ． ２ ｍ ｍ と し た が 、 作 業 性 に 問 題 は な
か っ た 。 ま た 、 鋼 管 杭 継 手 の 一 方 に 予 め 鋼 管 杭 を 溶 接 し て あ る た め 、 基 礎 工 事 現 場 で の 鋼
管 杭 の 連 結 時 間 を 実 施 例 １ の 半 分 に 短 縮 す る こ と が で き た 。 本 実 施 例 の 鋼 管 杭 継 手 １ ０ ’
で 連 結 し た 鋼 管 杭 ２ ０ ’ と ３ ０ の 鉛 直 精 度 は ０ ． ９ ５ ／ １ ０ ０ で あ っ た 。
（ 実 施 例 ４ ）

10

20

30

40

50

(5) JP 3097221 U 2004.1.22



本 考 案 の 実 施 例 ４ に 係 る 鋼 管 杭 継 手 を 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す 。 図 ５ は 実 施 例 ４ の 鋼 管 杭 継 手
の 下 端 部 に 鋼 管 杭 を 連 結 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ６ は 図 ５ に お け る Ｂ － Ｂ ’ 視 の
ピ ン 部 材 を 省 略 し た 断 面 図 で あ る 。 実 施 例 ４ の 鋼 管 杭 継 手 １ ０ ” は 内 径 が １ ６ ６ ． ５ ｍ ｍ
、 長 さ が 鋼 管 杭 ３ ０ と 同 程 度 の 継 手 本 体 １ １ ” と ピ ン 部 材 と し て の Ｍ １ ５ の ボ ル ト １ ５ ａ
、 １ ５ ’ ａ と Ｍ １ ５ の ナ ッ ト １ ５ ｂ 、 １ ５ ’ ｂ と か ら な り 、 継 手 本 体 １ １ ” に は 下 端 か ら
ｈ ＝ ４ ９ ５ ｍ ｍ 隔 て た 位 置 に 直 径 １ ６ ｍ ｍ の 共 穴 貫 通 孔 １ ３ （ 図 示 省 略 ） と １ ３ ’ が 、 そ
れ ぞ れ 軸 方 向 に １ ０ ｍ ｍ 隔 て て ク ロ ス す る よ う に 十 文 字 状 に あ け ら れ て い る 。 こ の 継 手 本
体 １ １ ” の 下 端 に 挿 着 さ れ る 鋼 管 杭 ３ ０ は 、 外 径 Ｄ が １ ６ ５ ． ２ ｍ ｍ 、 長 さ が ６ ｍ の パ イ
プ で 、 鋼 管 杭 ３ ０ の 上 端 か ら ５ ０ ｍ ｍ 隔 て た 位 置 に 直 径 １ ６ ｍ ｍ の 係 止 貫 通 孔 ３ １ と ３ １
’ が ク ロ ス す る よ う に 十 文 字 状 に あ け ら れ て い る 。 そ し て 、 継 手 本 体 １ １ ” の 共 穴 貫 通 孔
１ ３ と 鋼 管 杭 ３ ０ の 係 止 貫 通 孔 ３ １ が ボ ル ト １ ５ ａ と ナ ッ ト １ ５ ｂ で 同 軸 的 に 挿 通 係 止 さ
れ 、 同 様 に 、 継 手 本 体 １ １ ” の 共 穴 貫 通 孔 １ ３ ’ と 鋼 管 杭 ３ ０ の 係 止 貫 通 孔 ３ １ ’ が ボ ル
ト １ ５ ’ ａ と ナ ッ ト １ ５ ’ ｂ で 同 軸 的 に 挿 通 係 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
鋼 管 杭 ３ ０ の 下 端 に 螺 旋 翼 を 連 結 （ 図 示 せ ず ） し 、 鋼 管 杭 継 手 １ ０ ” の 上 端 を 施 工 機 械 （
リ ー ダ ー ） に 装 着 し て 、 地 盤 へ の 回 転 打 ち 込 み を 行 っ た と こ ろ 、 破 壊 す る こ と な く 、 鋼 管
杭 継 手 １ ０ ” 回 転 が 鋼 管 杭 ３ ０ に 確 実 に 伝 え ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 実 施 例 の 鋼 管 杭 継 手 １ ０ ” は 継 手 本 体 １ １ ” を 鋼 管 杭 と 同 程 度 の 長 さ に し た の で 、 下 端
部 に 鋼 管 杭 を 連 結 す る だ け で ２ 本 の 鋼 管 杭 を 連 結 し た 実 施 例 １ と と 同 等 に な る 。 し た が っ
て 、 基 礎 工 事 現 場 で の 鋼 管 杭 の 連 結 時 間 を 実 施 例 １ の 半 分 に 短 縮 す る こ と が で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 鋼 管 杭 継 手 を 使 っ て ２ 本 の 鋼 管 杭 を 連 結 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ３ の 鋼 管 杭 継 手 を 使 っ て ２ 本 の 鋼 管 杭 を 連 結 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｂ － Ｂ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ４ の 鋼 管 杭 継 手 に 鋼 管 杭 を 連 結 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｂ － Ｂ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 、 １ ０ ’ 、 １ ０ ” ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 鋼 管 杭 継 手
１ １ 、 １ １ ’ 、 １ １ ” ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 継 手 本 体
１ ２ 、 １ ２ ’ １ ３ 、 １ ３ ’ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 共 穴 貫 通 孔
１ ４ ａ 、 １ ４ ’ ａ 、 １ ５ ａ 、 １ ５ ’ ａ 、 １ ４ ａ 、 １ ４ ’ ａ 、 １ ５ ａ 、 １ ５ ’ ａ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ピ ン 部 材
１ ４ ａ 、 １ ４ ’ ａ 、 １ ５ ａ 、 １ ５ ’ ａ ・ ・ ・ ボ ル ト
１ ４ ｂ 、 １ ４ ’ ｂ 、 １ ５ ｂ 、 １ ５ ’ ｂ ・ ・ ・ ナ ッ ト
２ ０ 、 ２ ０ ’ 、 ３ ０ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 鋼 管 杭
２ １ 、 ２ １ ’ 、 ３ １ 、 ３ １ ’ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 係 止 貫 通 孔 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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